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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,023 △4.9 290 △13.0 217 △16.8 94 △31.9

22年3月期第2四半期 8,438 △1.0 333 132.9 261 209.8 137 248.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.74 ―

22年3月期第2四半期 8.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 14,790 4,975 28.1 264.20
22年3月期 15,062 5,146 28.7 274.96

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,158百万円 22年3月期  4,327百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
23年3月期 ― 2.50

23年3月期 
（予想）

― 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,600 △8.2 360 △40.0 190 △57.8 10 △96.0 0.30



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれておりま
す。経済情勢・市場環境等の著しい変動により、予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 17,768,203株 22年3月期  17,768,203株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,030,764株 22年3月期  2,029,906株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 15,738,032株 22年3月期2Q 16,274,502株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめ新興国を中心とした経済成長により企業業績は

緩やかな回復傾向が見られたものの、急速な株安・円高の影響により先行きの不透明感が強まっており、依然とし

て雇用情勢や個人消費を取巻く環境は厳しく、内需全般において景気回復は弱含みな状況が続いております。 

パッケージ業界におきましても、国内需要が減少傾向にあり、受注競争は激しさを増しております。 

このような中、当社グループは“包装を通じて社会に奉仕します”という社是に則り、お客様の満足と信頼を高

めるべく、製品とサービスの品質を向上させ、知識や技術の吸収を図り、継続的な改善活動を展開してまいりまし

た。合わせて、将来を見据えた中長期的な経営課題に着手してまいりました。 

その結果、売上高は8,023百万円（対前年同期比4.9％減）、営業利益は290百万円（対前年同期比13.0％減）、

経常利益は217百万円（対前年同期比16.8％減）、四半期純利益は94百万円（対前年同期比31.9％減）となりまし

た。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ272百万円減少し14,790百万円となり

ました。これは、主に投資有価証券が減少したことによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ101百万円減少し、9,815百万円となりま

した。これは未払金の減少等によるものであります。  

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ171百万円減少し、4,975百万円となり

ました。 

 当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは次のとおりであります。  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益159百万円、減価償却費304百万円の増加、売

上債権の増加389百万円による減少等により、12百万円の増加となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資等により115百万円の減少となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少等により72百万円の減少となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ189百万円減少

し、1,028百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、平成22年５月14日発表の予想から変更しております。 

 詳細は、平成22年11月12日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理  

 該当事項はありません。  

２．特有の会計処理   

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。これに伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,114 1,472

受取手形及び売掛金 4,245 3,879

商品及び製品 725 743

仕掛品 289 319

原材料及び貯蔵品 278 327

その他 490 353

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 7,130 7,082

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 1,911 2,039

土地 1,689 1,689

その他（純額） 1,789 1,754

有形固定資産合計 5,389 5,482

無形固定資産 74 80

投資その他の資産   

投資有価証券 1,337 1,583

その他 852 836

投資その他の資産合計 2,189 2,419

固定資産合計 7,652 7,980

繰延資産   

社債発行費 8 －

繰延資産合計 8 －

資産合計 14,790 15,062



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,667 3,649

短期借入金 1,755 1,978

1年内返済予定の長期借入金 827 824

1年内償還予定の社債 － 300

未払法人税等 43 93

賞与引当金 124 122

その他 748 827

流動負債合計 7,164 7,793

固定負債   

社債 700 300

長期借入金 1,380 1,247

退職給付引当金 424 427

役員退職慰労引当金 138 149

資産除去債務 3 －

その他 7 －

固定負債合計 2,651 2,123

負債合計 9,815 9,916

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,151 2,151

資本剰余金 1,383 1,383

利益剰余金 1,047 993

自己株式 △238 △238

株主資本合計 4,343 4,289

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △138 31

為替換算調整勘定 △48 8

評価・換算差額等合計 △186 38

少数株主持分 817 819

純資産合計 4,975 5,146

負債純資産合計 14,790 15,062



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 8,438 8,023

売上原価 7,028 6,688

売上総利益 1,410 1,336

販売費及び一般管理費 1,076 1,046

営業利益 333 290

営業外収益   

受取利息 8 7

受取配当金 15 18

その他 14 13

営業外収益合計 37 38

営業外費用   

支払利息 42 38

為替差損 11 8

その他 56 65

営業外費用合計 109 111

経常利益 261 217

特別損失   

投資有価証券評価損 － 57

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

特別損失合計 － 58

税金等調整前四半期純利益 261 159

法人税、住民税及び事業税 105 76

法人税等調整額 △9 △37

法人税等合計 96 39

少数株主損益調整前四半期純利益 － 120

少数株主利益 28 26

四半期純利益 137 94



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 261 159

減価償却費 324 304

受取利息及び受取配当金 △23 △25

支払利息 42 38

投資有価証券評価損益（△は益） － 57

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

売上債権の増減額（△は増加） △302 △389

たな卸資産の増減額（△は増加） 211 85

仕入債務の増減額（△は減少） △141 △9

その他 △24 △76

小計 348 145

利息及び配当金の受取額 29 30

利息の支払額 △46 △41

法人税等の支払額 △74 △122

営業活動によるキャッシュ・フロー 257 12

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △48 △28

定期預金の払戻による収入 117 188

有形固定資産の取得による支出 △135 △249

有形固定資産の売却による収入 1 1

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 － 0

その他 △16 △26

投資活動によるキャッシュ・フロー △83 △115

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 116 △223

長期借入れによる収入 500 600

長期借入金の返済による支出 △714 △463

社債の発行による収入 － 400

社債の償還による支出 － △300

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △41 △39

少数株主への配当金の支払額 △38 △46

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △177 △72

現金及び現金同等物に係る換算差額 37 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 35 △189

現金及び現金同等物の期首残高 1,080 1,217

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,115 1,028



 該当事項はありません。  

  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のパッケージを専ら製造・

販売しているので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

[所在地別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……中国、台湾 

  

[海外売上高]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……中国、台湾 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
アジア

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  7,369  1,069  8,438  －  8,438

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  405  405 (405)  －

計  7,369  1,475  8,844 (405)  8,438

営業利益  270  148  418 (85)  333

  アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,069  1,069

Ⅱ 連結売上高（百万円）        8,438

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  12.7  12.7



[セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主として印刷紙器の生産・販売を行っており、日本および中国（台湾を含む）の生産・販売体制

を基礎とした包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがいまして、日本および中国の２

つを報告セグメントとしております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（単位：百万円）

 （注） その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

   

 （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

  日本 中国 合計

売上高                  

(1）外部顧客への売上高  6,945  1,078  8,023

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  －  421  421

計  6,945  1,499  8,445

セグメント利益  230  154  384

利益 金額 

報告セグメント計  384

セグメント間取引消去  20

その他の調整額  △114

四半期連結損益計算書の営業利益  290

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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